
村田けい子です

みなさんのご意見・ご要望をお寄せ下さい。フェイスブックやっています。
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スタンディングのお知らせ
当分毎週金曜日
午後5:30~6:00

6月11日（日）午後2:00
五無斎生誕150周年記念事業
井出孫六講演会 無料
「今に生きる五無斎
信州の明治を支えた人」

老人福祉センター

ゼヒお出かけください。私は事務局の
一員です。

幼
い
リ
ン
ゴ
の
実
。リンゴ園のそばを通ると何やら赤いものが．近

づいてみるとりんごの実。もう立派にリンゴの姿
をしています。
一つの枝に1つだけ。農家の方が、いくつも付

いた実を、一番生育の良いものだけを残して、あ
とは摘んでしまう作業をした結果です。今年も美
味しいリンゴになりますように。緑の葉の中に
ひっそりと息づくリンゴの赤ちゃん。健やかな実
りを願っています。

６/３ 六川長三郎さんの功績をたたえて、
記念の掲示板が設置され、お披露目。

蓼科山に水源を求め、55キロの水路を作って、現在の豊かな水田
に生まれ返らせた六川長三郎さんの功績をたたえ、12代続いた長三
郎さん宅前の石碑横に看板が設置され、テープカットが行われまし
た。
後の世代にも、その功績が伝わるよう、優しい言葉で書かれた説

明板は、県の元気づくり支援金を活用して作られました。又その後、
西塩沢公民館で「六川長三郎と蓼科の水」と題した講演会が行われ、
会場いっぱいの参加者であふれました。

「六川長三郎と塩沢堰を伝える
会」会長、金子さんのごあいさつ

講演は、長く土地改良区の仕事をされた両角正芳さん。六川長三郎は信長の時代
に生まれ、秀吉、そして徳川の時代を生きた人で、開拓を始めた江戸時代初期の時
代背景も語られ、認識を深めました。また、初代だけでなく、長三郎の名を受け継
いだ代々の長三郎氏が、水路の保全や管理など、水田を守る重要な役割を果たし続

け、六川家の田植えは一番後にするなど、常に万民の利益を優先
する姿勢を伝え続けたこと。一緒に土地改良区で働いた12代六川
長三郎千昌（ちよし）氏が、地域の用水路網を完成させ、田畑の
区画整理や県営圃場整備事業を積極的に進めたこと、畑のための
ため池を整備するなど、「大将さん」と呼ばれる立派な業績を残
されたことを話されました。常に相手のことを思って行動する人
であったことなど大変感銘を受けました。
講演はケーブルテレビで録画され、後日放映されます。

放送予定 6月25日 午後２：００～

講師 両角正芳さん

真剣に聞き入る会場いっぱいの参加
者



― ６/1-４「ぶらりSHINDENまち歩き」にぎやかにー

蓼科ケーブルビジョンの放送時間

１、ニュース「みんなのテレビランド」
6月9日（金）8:00～ 12:00～ 17:00～ 19:00～
6月10日（土）11日（日）7:30～ 13:30～ 18:30～
*3，4日で行われた催しをまとめて、紹介。

２、「郷であそぼう」
・毎週土曜日（10日スタート） 8:00～ 12:00～ 17:30～
・火曜日 6:30～
・木曜日 14:30～

３、講演会「六川長三郎と蓼科の水」6月25日14:00～

４、イキイキコンサート ６月25日 20:00～

** コンサート風景＊*

威勢のいい和太鼓
演奏、血が騒ぐ。 「ＳＨＩＮＤＥＮの風」

メンバーが5人に増えてに
ぎやかに。

丸子ガリラヤ教会の音楽隊

*    Flying fish

煙モクモク
スモーク体験！
まだかなぁ
そろそろかなぁ

「ウチの子は・・・」
犬のしつけ
相談

竹笛づくり・・・
しっかりと準備して、
参加者に手作りを楽
しんでもらったとい
います。

「おばあちゃん、きれいだ
ねぇ」 お孫さんも登場し
てビックリ！

《6.4大平神社の奉納子ども相撲》

今年の豊かな実りと災
害のないことを祈る。

早朝から草刈りをし
てつくった土俵。

大平神社に「はっけよい！」の掛け声が響く。この日ばかり
は子どもたちのにぎやかな声ガ響き、「ガンバレ！」の声援
が飛んだ。地域みんなで子供の成長を見守っている。子ども
たちも健やかに育ってほしい！そんな大人たちの願いに包ま
れました。
この後は公民館で、綿菓子づくりと焼き肉が待っている。

ボーカルは女性の牧師さん。総勢10人で、元気
なうたごえを届けてくれました。

これはどうやって織ったんです
か！繊細な作品に驚きの声が。

力
作
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ろ

い
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